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ある時刻 t において、 1)( 121 ≦eteta  が成立するので 
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相加平均・相乗平均の関係より 
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(2) 

1a を x軸方向にとると、 1e の偏角は 1 、 2e の偏角は 2
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21 ee  は 21 ee  に直交するから、 21 ee  の偏角は 
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32  ≦≦≦≦ であるから、①の条件下で、時刻
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3)),(( 1 ≦OTPd が示されれば、対称性から 3)),(( 2 ≦OTPd 、 3)),(( 3 ≦OTPd もわかる。 
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1a を x軸方向にとると、 OA1 の偏角は
6


で、 1e の偏角 1 について①が成り立つ。 
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3)),(( 1 ≦OTPd となるには 

 3
2

5
sin

3

1000
2 ≦  

2000

33

2

5
sin ≦  

1000

1
sin  より  sin

2

33

2

5
sin ≦  ──② 

ここで、 335  であり、  sin
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sin  が成立すれば、②も成立し、題意は示される。 
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したがって、題意は示された。(証明終) 

 

 

(注) 

上記①の 1 の範囲は、より狭い範囲に絞り込める。 
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1  ≦≦ としても、題意を示すことは可能。 


